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地学ニュース（書評・紹介）

𠮷水裕也編著：PBL 的社会科単元構成による
中学地理の授業デザイン　明治図書，2023年
7月，173ページ，A5判，定価：2,596円（税
込），ISBN 978-4-18-399137-9

PBLとは，プロブレム・ベースト・ラーニング 
（Problem-Based Learning, PbBL）またはプロ
ジェクト・ベースト・ラーニング（Project-Based  
Learning, PjBL）の略語であり，一般に問題解
決学習と訳されている。本来，PBLは問題発見
と問題解決の両面を重視しているため，問題発見・
解決学習といってもよいが，PbBLと PjBLは厳
密には異なる。PbBLは 1960年代から医学教育
で発展してきた教育方法であり，あらかじめ課題
を提示し，学習者がそこから問いを設定して解決
に向けた方法やリソースをチームで意思決定しな
がら，そのプロセスで解決に至る道が 1つでは
ないことを学習させる。一方，PjBLは 1990年
代から工学教育で発展してきた教育方法であり，
学習者が少人数のチームで自ら課題を設定し，リ
サーチや実践を通して課題を解決する。そして，
PjBLではプロジェクトのゴールとして何らかの
モノ（プロダクト）をつくることが想定されてい 
る。
編著者は，社会で起こっている問題の解決に社
会科の学習や地理の学習が役立たなければ意味が
ないと考えてきた。そして，本書では，社会で起
こっている問題を単元の核に据えて，そのために
思考をめぐらせ，知識を獲得し活用するという単
元の提案がなされている。そのため本書で提案し
ている PBLは，PbBLを含んだ PjBLが想定さ
れている。さらに，編著者はすでに類書を 3冊上梓
しており（『本当は地理が苦手な先生のための中
学社会 地理的分野の授業デザイン & 実践モデル』 
『新 3観点の学習評価を位置付けた中学校地理授
業プラン』『地理的な見方・考え方を働かせた地
理授業デザイン』，いずれも明治図書刊），本書も，
編著者を含む 12人の中学校現場の方々によって

書かれている。そのような本書の目次は以下の通
りである。

Chapter 1　 PBL的社会科単元構成による地理
的分野の授業づくり

Chapter 2　 「世界と日本の地域構成」の授業づ
くり

Chapter 3　「世界の様々な地域」の授業づくり
Chapter 4　「日本の様々な地域」の授業づくり
Chapter 1は，本書の肝となる章である。本章
で述べられていることに従って，Chapter 2以下
で具体的な単元の提案がなされている。Chapter 
1では，本稿の冒頭で述べた PBLが紹介され，
PBL的社会科単元構成について説明される。「的」 
がついているのは，学習者の問いに完全に依存す
ることがない点で，いわゆる PjBLの定義とは異
なっていることを意味している。PBL的社会科
単元構成では，課題を認識したら，できるだけ早
い段階で課題の解決策（プロダクト）を考える。
解決策は試作品でよく，それをバージョンアップ
しながら完成形を目指す。このことをアジャイル
型開発という。

PBL的社会科単元構成は第 1次～第 3次の 3
段階からなり，第 1段階では恒常的社会的論争
問題（規範についての問い）に触れる。それは，
「私はどうしたらよい？ どうすべきか？」といっ
た問題意識を持つことにつながる。解決すべき問
題が社会の問題かどうかを吟味し，解決方法の予
備的思考に基づいて，生徒はその時点での答えを
考える。それと同時に，生徒は自らの知識不足を
悟る。第 2段階では，必要な知識や概念を確認・
選択した後にこれらを獲得し，「なぜ？」を繰り
返し探求することによって，解決すべき問題に対
峙する。その際には，ネガティブ・ケイパビリティ
（どうにも答えの出ない，どうにも対処のしよう
のない事態に耐える能力）も必要になってくる。
第 3段階では，獲得した知識や概念を活用し，
他人と協調して，再度，社会的論争問題の解決に
取り組む。問いも，「私たちはどうしたらよい？ 
どうすべきか？」と複数形になり，この段階では
これまでの学習内容や方法を省察したり，新しい
問題を発見したりする。また，「違う枠組みで考
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えた方がよいか？」といった別の視点からの考察
も加わる。このほか Chapter 1では，（1）知識・
技能，（2）思考・判断・表現，（3）主体的に学習 
に取り組む態度といったいわゆる「新 3観点の
学習評価」や，学習をサポートする「解決策記入
ワークシート」の紹介もなされている。

Chapter 2以下は，Chapter 1で説明した内容
に基づいて，統一したフォーマットで書かれてい
る。そのため，理解しやすいし相互比較もしやす
い。本章以下で出てくるルーブリックとは，大学
でも FD（Faculty Development）の会議や資料
でよく出てくる用語である。要は，「学生の学習
到達状況を評価するための基準を，観点と尺度か
ら示した表」のことである。大学の授業科目のシ
ラバスでも，成績評価基準を詳細に記述すること
が求められるが，なかなかルーブリックにまで至
らないのが現状であろう。なお，Chapter 2では， 
世界や日本の姿を説明する小学校 5年生社会科
教科書の改善案の提案が，課題として取り上げら
れている。

Chapter 3は，「世界各地の人々の生活様式は
変化するべきなのだろうか，新聞記者として評論
文を書こう」という課題の後，世界の各州におけ
る問題設定とその解決策が取り上げられている。
テーマは，アジア州：成長と変化，ヨーロッパ州：
多様性の中の統合，統合の中の多様性，アフリカ
州：支援と自立，北アメリカ州：魅力の創造，南
アメリカ州：開発と環境，オセアニア州：結び付
きと変化である。アフリカ州の具体的な課題は，
「アフリカの「健康と福祉」を実現する支援策を
提案しよう」というものであるが，そこで述べら
れている「支援プロジェクトと称して古着を送っ
たことで，現地の繊維産業の雇用が激減した例も
あります」というコメントにはハッとさせられた。
ステレオタイプな支援だけでなく，支援にも様々
な形態があるということである。

Chapter 4は，「日本の特色をもとに地域区分

をしてみよう」という課題に続いて，国内の各地
域における問題設定とその解決策が取り上げられ
ている。テーマは，九州地方：自然環境，中国・
四国地方：交通・通信，近畿地方：人口や都市・
村落，中部地方：産業，関東地方：結び付き，東
北地方：伝統・文化，北海道地方：自然環境であ
り，最後に西宮市における地域調査，地域の在り
方について言及されている。九州地方では，湯布
院におけるオーバーツーリズムが取り上げられて
いるが，本稿執筆直前の 2023年 9月上旬にちょ
うど湯布院を訪問したところだったので，大変興
味深く拝読した。ただし，列車の乗り継ぎのため，
滞在時間はわずか 48分であった。
最後に編著者たちへのお願いを一つ。Chapter 

4では，日本の様々な地域における諸問題とその
解決策について言及されている。本章を読んでい
て評者が不思議に思ったのは，日本全国で問題に
なっている「シャッター商店街」が取り上げられ
ていなかったことである。Chapter 4は日本の様々
な地域における特徴的な問題が取り上げられてい
るため，全国的にみられる「シャッター商店街」
はテーマとして取り上げにくかったのかもしれな
い。しかしながら，全国的にみられるということ
は身近な問題であることを意味しており，その単
元の提案は汎用性が高いとも言える。本書の続編
に期待したい。
本書の帯には，「地理的分野で学習する知識が， 
社会の問題解決のために活用できるという実感が
もてる！」と書かれている。地名や山脈，川の名
前を覚えることだけが地理の学習ではない。本書
のような実践的な取り組みこそが生きた地理学だ
と考える。なお，本書は「中学校社会サポート
BOOKS」ということで，一連のシリーズのうち
の 1冊であると理解した。そのため，地理教育，
社会科教育に興味のある方は，本書を含むこれら
のシリーズを一読することをお勧めしたい。

（松山　洋）


